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小布施橋

堤防強化（粘り強い河川堤防）
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堤防天端舗装
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住宅側 川側

大町ダム等再編事業

大町ダム

信濃川中流遊水地群

小千谷市信濃川

千曲川下流遊水地群

上今井橋

中野市

千曲川

北千曲川橋

千曲川中流遊水地群

平和橋

千曲市

千曲川

霞堤

霞堤

千曲市

大河津分水路

新潟市内

燕市・長岡市

大河津分水路改修事業

立ヶ花狭窄部掘削

千曲川上流遊水地

凡 例

黒沢川遊水地

上下流や本川支川の信濃川流域全体を見据え、

立ヶ花狭窄部上流の緊急的な堤防強化（粘り強い河川堤防構造）
下流から計画的に行う堤防整備や河道掘削（大河津分水路改修、立ヶ花狭
窄部掘削）
上流で洪水を貯留するダム（大町ダム等再編）や遊水地の整備

といった河川におけるハード対策をフル動員し、各管理者が連携・調整しなが
ら、段階的かつ緊急的に対策を講じます。

「日本一の大河」上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策の推進
信濃川水系緊急治水対策プロジェクト 主要対策の進め方

流域界

県境

河川

既設ダム（直轄）

基準地点（高水）

基準地点（低水）

主要な地点

想定氾濫区域
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河川の水位を下げる河川整備、「河道掘削や上流の遊水地整備により水位低下」

○「河道掘削」や「上流の遊水地等の洪水調節施設」により水位を下げることで水害時のリスクを低下

水位を下げる河川整備

家 家

堤防内で流せる流量
が増える

河道掘削で川底を下げる

堤防内で流せる流量が増える

水害時のリスク低下

川の中の底を掘ると、流れる水の量が同じでも、流
れる水の高さが低くなり、安全に流れるようになる。

流れる高さが低くなる。

流れる量は同じ

10 11 12 13

14 15 16 17
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9 10 11 12 13 14 15

16 17

8

掘削前

掘削後

＜河道掘削＞ ＜遊水地等の洪水調節施設＞

1 2 3 4 5 6 7

9 10 11 12 13 14 15

16 17

8

遊水地なし Ａ－Ａ’

遊水地に川の水の一部を一時的に貯めることで、
下流を流れる水位の高さが低くなる。

計画高水位
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R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

○信濃川流域全体での上下流バランスや、氾濫域のリスク等を総合的に勘案しつつ、千曲川本川の水位低下を目指し、
千曲川上流の掘削を段階的に進める。

河道掘削 実施箇所
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赤坂橋上流地区：75.500km断面：赤坂橋上流

【凡例】
河道掘削施工ステップ 掘削範囲 堆積土砂除去
現況河道 プロジェクト河道
概ね1年に1回冠水する高さ

信濃川水系緊急治水対策プロジェクトにおける河道掘削について 【千曲川上流】
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河道掘削 実施状況 【ステップ２ 実施中】

R6.12末時点

千曲川

実施中：令和６年６月末時点

ステップ１
【完了】

ステップ２
【実施中】

岩野橋



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

信濃川水系緊急治水対策プロジェクト～千曲川～

長野県中野市：河道掘削（立ヶ花狭窄部）の進捗状況について

○令和３年２月２２日よりプロジェクトの一環である立ヶ花狭窄部の掘削を開始。

河道掘削 実施状況 【ステップ１ 完了】

凡例
プロジェクト掘削範囲
河道掘削施工ステップ

上下流バランスを考慮した施工ステップ
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立ヶ花：51.700kmステップ１ 断面図

【凡例】
現況河道 プロジェクト河道
概ね1年に1回冠水する高さ
掘削範囲

千曲川

たてがはななかの

河道掘削 実施状況 【ステップ２ 完了】

北陸新幹線橋梁

北陸新幹線橋梁

千曲川

着手前：令和２年２月

※１

千曲川

千曲川

立ヶ花橋立ヶ花橋

着手後：令和４年３月末時点
【ステップ１完了】

※２

着手前：令和４年9月

着手後：令和４年１２月末時点
【ステップ２完了】

※１：蟹沢工区（完了）
上信越自動車道 北千曲川橋

実施中：令和6年5月

千曲川

河道掘削 実施状況 【ステップ３ 実施中】

千曲川右岸49.5kp付近

66

【実施中】

R6.12末時点
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遊水地計画地 位置図

○ 令和元年東日本台風に対する治水対策として、千曲川の大臣管理区間において、５箇所の遊水地を整備します。
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R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

河道掘削等の水位低下効果について（千曲川上流）

○令和２年度からの各年の河道掘削により、段階的に水位の低下を図る。
○緊急治水対策プロジェクトの実施により、河道掘削・遊水地の整備により、犀川合流点上流の水位を計画堤防高以下に収め、
千曲川本川からの越水を防止する。

令和元年度東日本台風規模の洪水が
氾濫せずに流下した場合の水位

※堤防に仮想の壁を立て、川の中でのみ水位が上がる条件で計算

凡例
計画堤防高
計画高水位
現況堤防高（左岸）
現況堤防高（右岸）
プロジェクト前の河道での水位
プロジェクト後の河道での水位

緊急治水対策プロジェクトの実施により、
約50cm水位低下
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塩崎
遊水地





野高場地区 堤防強化対策について
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野高場地区 堤防強化対策について

堤防強化対策（浸透対策）区間約L=1,400m

○当該地区は令和元年東日本台風の出水により漏水被害が発生した箇所であり、浸透対策必要区間であることが確認された
ため堤防の浸透に対する安全性を確保する、堤防強化対策（浸透対策）を実施します。
○工事は、粟佐橋から佐野川合流までの約L=1,400mを実施します。

千曲橋緑地
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堤防強化（浸透対策）工事 上流工区 L=約560m

千曲川
千曲橋緑地

（※設計内容の詳細については、現地状況により変更となる可能性があります）12

野高場地区（上流工区①） 堤防強化対策について

①

○堤防の浸透に対する安全性を確保するため、堤防強化工事として浸透対策を実施します。複数年に分割し実施する予定であり、
用地買収が不要な上流工区より着手を予定しています。
○堤防天端の砕石舗装部については、堤防保護の観点から天端舗装を実施します。
○川表に設置している階段については、現在の機能を基本に復旧することとし、位置と幅員は現在と同様に復旧します。

階段 天端舗装

御言橋
：工損調査範囲イメージ
※あくまでイメージであり、現地状況等確認の上、
対象となる場合に改めて説明を実施します。
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（※設計内容の詳細については、現地状況により変更となる可能性があります）13

堤防強化（浸透対策）工事 上流工区 L=約560m

野高場地区（上流工区②） 堤防強化対策について

② 天端舗装
階段

○堤防の浸透に対する安全性を確保するため、堤防強化工事として浸透対策を実施します。複数年に分割し実施する予定であり、
用地買収が不要な上流工区より着手を予定しています。
○堤防天端の砕石舗装部については、堤防保護の観点から天端舗装を実施します。
○川表に設置している階段については、現在の機能を基本に復旧することとし、位置と幅員は現在と同様に復旧します。
○堤防坂路は、現在の坂路機能を基本に復旧することとし、位置、幅員、勾配は現在と同様の形状に復旧します。

：工損調査範囲イメージ
※あくまでイメージであり、現地状況等確認の上、
対象となる場合に改めて説明を実施します。
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堤防強化（浸透対策）工事 下流工区 L=約830m

（※設計内容の詳細については、現地状況により変更となる可能性があります）14

千曲橋緑地

野高場地区（下流工区①） 堤防強化対策について

用地買収必要箇所

○堤防の浸透に対する安全性を確保するため、堤防強化工事として浸透対策を実施します。
○下流工区では護岸の整備に伴い、用地買収が必要な箇所があるため、今後、用地買収の手続きを進めていきます。用地買収
が済み次第、順次、工事を進めていきます。

○堤防坂路は、現在の坂路機能を基本に復旧することとし、位置、幅員、勾配は現在と同様の形状に復旧します。

用地範囲確認中

：工損調査範囲イメージ
※あくまでイメージであり、現地状況等確認の上、
対象となる場合に改めて説明を実施します。



令和3年完成災害復旧工事
浸透対策済区間

千曲川

（※設計内容の詳細については、現地状況により変更となる可能性があります）15

堤防強化（浸透対策）工事 下流工区 L=約830m

野高場地区（下流工区②） 堤防強化対策について

③

○堤防の浸透に対する安全性を確保するため、堤防強化工事として浸透対策を実施します。
○下流工区では護岸の整備に伴い、用地買収が必要な箇所があるため、今後、用地買収の手続きを進めていきます。用地買収
が済み次第、順次、工事を進めていきます。

○堤防坂路は、現在の坂路機能を基本に復旧することとし、位置、幅員、勾配は現在と同様の形状に復旧します。

用地範囲確認中

：工損調査範囲イメージ
※あくまでイメージであり、現地状況等確認の上、
対象となる場合に改めて説明を実施します。
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千曲川

（※設計内容の詳細については、現地状況により変更となる可能性があります）

堤防強化（浸透対策）工事 下流工区 L=約830m

野高場地区（下流工区③） 堤防強化対策について

④用地買収必要箇所

○堤防の浸透に対する安全性を確保するため、堤防強化工事として浸透対策を実施します。
○下流工区では護岸の整備に伴い、用地買収が必要な箇所があるため、今後、用地買収の手続きを進めていきます。用地買収
が済み次第、順次、工事を進めていきます。

○堤防坂路は、現在の坂路機能を基本に復旧することとし、位置、幅員、勾配は現在と同様の形状に復旧します。

粟
佐
橋

長野都市ガス
千曲供給所：工損調査範囲イメージ

※あくまでイメージであり、現地状況等確認の上、
対象となる場合に改めて説明を実施します。



野高場地区（上流工区） 堤防強化対策について

17 （※設計内容の詳細については、現地状況により変更となる可能性があります）

○堤防整備の内容は以下のとおり。

＜断面②＞

＜断面①＞

宅地側 千曲川

As舗装 t=50mm
路盤工 t=150mm

宅地側 千曲川

法肩調整コンクリート

大型連節ブロック

遮水シート

吸出防止材

覆土

カゴ枠工

既設護岸

均しコンクリート

法留基礎嵩上げ
コンクリート

法肩調整コンクリート

大型連節ブロック

遮水シート

吸出防止材

覆土

カゴ枠工

法留基礎

境界ブロック



野高場地区（下流工区） 堤防強化対策について

18 （※設計内容の詳細については、現地状況により変更となる可能性があります）

○堤防整備の内容は以下のとおり。

＜断面③＞

＜断面④＞

宅地側 千曲川

宅地側 千曲川

法肩調整コンクリート

大型連節ブロック

遮水シート

既設護岸

均しコンクリート

笠コンクリート

法肩調整コンクリート

大型連節ブロック

遮水シート

鋼矢板
（L=3.5m～5.0m）

笠コンクリート

鋼矢板
（L=3.5m～5.0m）



【参考】令和3年完成 災害復旧工事完成状況
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千曲川
千曲川



用地補償の手続きは、みなさまとご相談しながら、概ね次のとおり段階的に進めていきます。

本 日
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